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２

市
町
村
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
六
百
七
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
留
め
置
い
た
物
件
に
つ
き
留
め
置
く
必
要

が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
の
徴
税
吏
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
物
件
を
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
つ
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
章
の
二
及
び
第
三
章
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章
の
二

狩
猟
税

（
徴
税
吏
員
の
狩
猟
税
に
関
す
る
調
査
に
係
る
提
出
物
件
の
留
置
き
、
返
還
等
）

第
五
十
五
条

道
府
県
の
徴
税
吏
員
は
、法
第
七
百
条
の
五
十
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
物
件
を
留
め
置
く
場
合
に
は
、

当
該
物
件
の
名
称
又
は
種
類
及
び
そ
の
数
量
、
当
該
物
件
の
提
出
年
月
日
並
び
に
当
該
物
件
を
提
出
し
た
者
の
氏
名

及
び
住
所
又
は
居
所
そ
の
他
当
該
物
件
の
留
置
き
に
関
し
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
作
成
し
、
当
該
物
件
を

提
出
し
た
者
に
こ
れ
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

道
府
県
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
七
百
条
の
五
十
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
留
め
置
い
た
物
件
に
つ
き
留
め
置
く
必

要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

道
府
県
の
徴
税
吏
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
物
件
を
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
つ
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
章
の
三

削
除

第
五
十
六
条
か
ら
第
五
十
六
条
の
十
ま
で

削
除

第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
を
第
五
十
六
条
の
十
二
と
し
、
第
三
章
の
四
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
徴
税
吏
員
の
入
湯
税
に
関
す
る
調
査
に
係
る
提
出
物
件
の
留
置
き
、
返
還
等
）

第
五
十
六
条
の
十
一

市
町
村
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
七
百
一
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
物
件
を
留
め
置
く
場
合

に
は
、
当
該
物
件
の
名
称
又
は
種
類
及
び
そ
の
数
量
、
当
該
物
件
の
提
出
年
月
日
並
び
に
当
該
物
件
を
提
出
し
た
者

の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
そ
の
他
当
該
物
件
の
留
置
き
に
関
し
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
作
成
し
、
当
該

物
件
を
提
出
し
た
者
に
こ
れ
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
七
百
一
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
留
め
置
い
た
物
件
に
つ
き
留
め
置
く
必
要

が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
の
徴
税
吏
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
物
件
を
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
つ
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
五
十
六
条
の
十
三
の
三
を
第
五
十
六
条
の
十
三
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
四
十
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
徴
税
吏
員
の
事
業
所
税
に
関
す
る
調
査
に
係
る
提
出
物
件
の
留
置
き
、
返
還
等
）

第
五
十
六
条
の
四
十
九
の
二

指
定
都
市
等
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
七
百
一
条
の
三
十
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
物
件

を
留
め
置
く
場
合
に
は
、
当
該
物
件
の
名
称
又
は
種
類
及
び
そ
の
数
量
、
当
該
物
件
の
提
出
年
月
日
並
び
に
当
該
物

件
を
提
出
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
そ
の
他
当
該
物
件
の
留
置
き
に
関
し
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
面

を
作
成
し
、
当
該
物
件
を
提
出
し
た
者
に
こ
れ
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
都
市
等
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
七
百
一
条
の
三
十
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
留
め
置
い
た
物
件
に
つ
き
留
め

置
く
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
都
市
等
の
徴
税
吏
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
物
件
を
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
つ
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
次
条
第
一
号
」
を
「
第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
四
第
一
号
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
、
第
四
号
、
第
六
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
並
び
に
同
条
第
二
項
中
「
次
条
」
を
「
第
五
十
六
条
の

八
十
九
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
八
第
一
項
」
を
「
第
五
十
六
条
の
八
十

九
の
九
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
十
を
第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
十
一
と
し
、
第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
三
か
ら
第
五
十
六

条
の
八
十
九
の
九
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
徴
税
吏
員
の
水
利
地
益
税
等
に
関
す
る
調
査
に
係
る
提
出
物
件
の
留
置
き
、
返
還
等
）

第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
三

地
方
団
体
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
七
百
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
物
件
を
留
め
置
く

場
合
に
は
、
当
該
物
件
の
名
称
又
は
種
類
及
び
そ
の
数
量
、
当
該
物
件
の
提
出
年
月
日
並
び
に
当
該
物
件
を
提
出
し

た
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
そ
の
他
当
該
物
件
の
留
置
き
に
関
し
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
作
成
し
、

当
該
物
件
を
提
出
し
た
者
に
こ
れ
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

地
方
団
体
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
七
百
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
留
め
置
い
た
物
件
に
つ
き
留
め
置
く
必
要
が

な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

地
方
団
体
の
徴
税
吏
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
物
件
を
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
つ
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
五
十
六
条
の
九
十
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
徴
税
吏
員
の
法
定
外
目
的
税
に
関
す
る
調
査
に
係
る
提
出
物
件
の
留
置
き
、
返
還
等
）

第
五
十
六
条
の
九
十
二
の
二

地
方
団
体
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
七
百
三
十
三
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
物
件
を

留
め
置
く
場
合
に
は
、
当
該
物
件
の
名
称
又
は
種
類
及
び
そ
の
数
量
、
当
該
物
件
の
提
出
年
月
日
並
び
に
当
該
物
件

を
提
出
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
そ
の
他
当
該
物
件
の
留
置
き
に
関
し
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を

作
成
し
、
当
該
物
件
を
提
出
し
た
者
に
こ
れ
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

地
方
団
体
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
七
百
三
十
三
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
留
め
置
い
た
物
件
に
つ
き
留
め
置

く
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

地
方
団
体
の
徴
税
吏
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
物
件
を
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
つ
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
五
十
八
条
中
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
八
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二
第
一
項
た

だ
し
書
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
第
十
二
項
の
表
法
第
三
十
二
条
第
八
項
の
項
を
削
り
、
同
表
法
第
三
十
二
条
第
九
項
の
項
中
「
法
第
三

十
二
条
第
九
項
」
を
「
法
第
三
十
二
条
第
八
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、同
表
第
七
条
の
十
九
第
七
項
の
項
中
欄
中「
を

含
む
」
を
「
道
府
県
民
税
に
関
す
る
申
告
書
」
に
改
め
、
同
項
下
欄
中
「
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
」
を
「
道

府
県
民
税
に
関
す
る
申
告
書
（
」
に
、「
含
む
」
を
「
含
む
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
項
の
表
法
第
三
百
十
三
条
第
八

項
の
項
を
削
り
、
同
表
法
第
三
百
十
三
条
第
九
項
の
項
中
「
法
第
三
百
十
三
条
第
九
項
」
を
「
法
第
三
百
十
三
条
第
八

項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
の
九
の
二
第
八
項
の
項
中
欄
中
「
を
含
む
」
を
「
に
よ
る
申
告
書
」
に

改
め
、
同
項
下
欄
中
「
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
」
を
「
に
よ
る
申
告
書
（
」
に
、「
含
む
」
を
「
含
む
。）」
に

改
め
る
。

附
則
第
四
条
の
二
第
十
一
項
の
表
法
第
三
十
二
条
第
八
項
の
項
を
削
り
、
同
表
法
第
三
十
二
条
第
九
項
の
項
中
「
法

第
三
十
二
条
第
九
項
」
を
「
法
第
三
十
二
条
第
八
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
十
九
第
七
項
の
項
中
欄

中
「
を
含
む
」
を
「
道
府
県
民
税
に
関
す
る
申
告
書
」
に
改
め
、
同
項
下
欄
中
「
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
」

を
「
道
府
県
民
税
に
関
す
る
申
告
書
（
」
に
、「
含
む
」
を
「
含
む
。）」
に
改
め
、
同
条
第
十
九
項
の
表
法
第
三
百
十
三

条
第
八
項
の
項
を
削
り
、
同
表
法
第
三
百
十
三
条
第
九
項
の
項
中
「
法
第
三
百
十
三
条
第
九
項
」
を
「
法
第
三
百
十
三

条
第
八
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
の
九
の
二
第
八
項
の
項
中
欄
中
「
を
含
む
」
を
「
に
よ
る
申
告

書
」
に
改
め
、
同
項
下
欄
中
「
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
」
を
「
に
よ
る
申
告
書
（
」に
、「
含
む
」を「
含
む
。）」

に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
四
中
「
と
さ
れ
る
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
十
一

第
五
項
又
は
」
を「
さ
れ
る
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
十
一
第
五
項
、

経
済
社
会
の
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
税
制
の
構
築
を
図
る
た
め
の
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
三
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
三
年
所
得
税
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
五
十

五
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
平
成
二
十
三
年
所
得
税
法
等
改
正
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
五
第
五
項
若
し
く
は
平
成
二
十
三
年
所
得
税
法
等
改
正
法
附
則
第
五
十

八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
平
成
二
十
三
年
所
得
税
法
等
改
正
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
七
第
七
項
又
は
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
八
条
の
六
第
一
項
、
第
八
条
の
十

三
第
一
項
、
第
八
条
の
十
七
第
一
項
、
第
八
条
の
二
十
第
一
項
及
び
第
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
項
及
び
第
八
条
の
六

第
二
項
の
項
中
「
第
四
十
二
条
の
十
一
第
五
項
」
の
下
に
「
、
経
済
社
会
の
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
税
制
の
構
築
を

図
る
た
め
の
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
四
号
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
平

成
二
十
三
年
所
得
税
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る

平
成
二
十
三
年
所
得
税
法
等
改
正
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
五
第
五
項

若
し
く
は
平
成
二
十
三
年
所
得
税
法
等
改
正
法
附
則
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
平
成

二
十
三
年
所
得
税
法
等
改
正
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
七
第
七
項
」
を

加
え
る
。
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